




イラン、バーレーンの3カ国。この中で特に要注意
なのがカザフスタンとイランだ。
　現在、カザフスタンとイランが5勝2敗。2次ラ
ウンドで同組のオーストラリアが7勝0敗、中国が
4勝2敗と競い合っているだけに、イランとカザフ
スタンにとっては、日本戦は是が非でも勝たなけ
ればならない試合として挑んでくる。両国とは7

月にインドネシアで行われた「FIBAアジアカップ
2022」でも対戦しているが、FIBAワールドカッ
プの出場権がかかっているWindow4では、さら
に熾烈な争いになることが予想される。

パリオリンピックへと続くワールドカップ
　 1年後に開催されるFIBAワールドカップは『バ
スケットボール世界一決定戦』であるとともに、パ
リオリンピックへの出場権がかかっている大会だ。
　FIBAワールドカップの順位において、アメリカ
大陸とヨーロッパ大陸からは上位2位、アジア、オ
セアニア、アフリカ大陸は最上位がパリオリンピッ

クの出場権を獲得する（計7チーム）。その他、開催
地枠があり、残り4枠を世界最終予選で争うことに
なる。32の国と地域が出場できるワールドカップ
に対し、オリンピックの出場枠はわずか 1 2の国と
地域という狭き門。日本はその難関を突破し、自力
でパリオリンピックの切符をつかもうとしている。
　昨年の 1 1月にヘッドコーチ（以下HC）に就任し
たトム・ホーバスは、自国開催となるFIBAワール
ドカップでアジア最上位となって五輪切符を得る
ために、現在メンバーを選考しながら、チームを構
築中だ。ホーバスHCは、東京2020オリンピック
で女子日本代表を銀メダルに導いたスタイルと同
様に、ゴール下やレイアップ等の2点シュートと3P

シュートを主体とした「アナリティック（分析）・バ
スケットボール」を目指している。得点効率のいい
シュートを放つために、トランジションの速い展開
とペイントアタックによって、スペーシングを生み
出す。このスタイルはWindow1～3と今年7月の
アジアカップを経て、徐々に浸透してきているとこ
ろだ。
　パリオリンピックに向けては、ホーバスHCが
掲げるスタイルをさらに深めていくことが求め
られる。沖縄で開催されるカザフスタン戦では、
Akatsuki Japanの象徴である3Pシュートがさ
く裂するかが見どころとなるだろう。

W杯予選2次ラウンド開始
　日本、フィリピン、インドネシア共催の「FIBAバ
スケットボールワールドカップ（以下FIBAワール
ドカップ）2023」開幕まであと1年。日本での開催
地となる沖縄県、その舞台となる沖縄アリーナに
て、日本は8月30日にカザフスタンと対戦する。8

月25日に敵地でイランとの戦いを経て、ホームに
戻っての対戦だ。
　FIBAワールドカップアジア地区予選はこ
のWindow4から2次ラウンドへと突入する。
Window1～3までの 1次ラウンドでは、16チーム
が4チームずつ4グループに分かれて戦い、各組の
最下位が脱落。Window4～6までの2次ラウンド
では、1 2チームに絞られた中で2グループにわけ
て争われる。FIBAワールドカップのホスト国であ
るフィリピンと日本はすでに開催地枠を持ってい
るため、この 1 2チームの中から各グループ上位3

チーム（計6チーム）が出場権をつかむことになる。
日本が2次ラウンドで対戦するのはカザフスタン、
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FIBAワールドカップ2023 アジア地区予選を通じて強化を続ける男子日本代表

男子日本代表の生命線を握る３Pシュート。今大会でも注目だ

パリオリンピックへの道

FIBAワールドカップ2023
アジア地区予選

（日本は本戦開催国として
本戦出場権を保持しながら予選に参戦）

FIBAワールドカップ
2023

（32チーム出場） アジア1位
※除くオセアニア地区

パリオリンピック
（12チーム出場）

OQT（世界最終予選）
アジア2位以下 4チームのみ五輪出場



攻めて互角の展開。ベンチからは安藤誓哉がドラ
イブを仕掛けてペイントアタックで得点するなど、
日本の新しい形が見え始めていた。しかし後半は
オーストラリアが試合巧者ぶりを見せつける。B

リーグで活躍するニック・ケイ（島根スサノオマジッ
ク）やアンガス・ブラント（香川ファイブアローズ）
ら、日本のバスケをよく知る2人に主導権を握ら
れ、64－80で敗戦。ホーバスHCは「オーストラリ
アには負けたけれど良くなっている手応えはある。
日本代表で求められるスタイルをBリーグでもや
り続けてほしい」と選手たちに課題を与えていた。
　7月にオーストラリアで開催されたWindow3

ではそのオーストラリアとチャイニーズ・タイペイ
と対戦。日本はオフシーズンを迎えたことでFIBA

アジアカップ2022とWindow4までを見据えて
総勢42名の候補からトライアウトを重ねていくや
り方を採用した。その中、マシュー・デラベドバ、
ソン・メイカーらNBA経験者を擁するオーストラ
リアには52－98で完敗を喫するも、切り替えて臨
んだチャイニーズ・タイペイ戦では89－49で圧勝。
ディベロップメントキャンプを経て招集された富
永啓生、吉井裕鷹、井上宗一郎、河村勇輝ら若手が
台頭し、シューターとして須田侑太郎が浮上する
など新戦力が躍動し、ホーバスHCが求めるスタイ
ルが徐々に浸透してきていることを示した。
　 1次ラウンドとFIBAアジアカップ2022を終え
てキャプテンの富樫は「Window1の頃から比べ
るとトムさん（ホーバスHC）が掲げるバスケへの
理解が深まっている」とチームの成長を語る。8月
のWindow4ではFIBAアジアカップ2022で対
戦したイランとカザフスタンと再戦。より連携を
深めたチーム作りを進めていく。

ホーバスHCのスタイルを構築した1次ラウンド
前半
　2次ラウンドに突入したFIBAバスケットボー
ルワールドカップ2023 アジア地区予選。日本に
とってWindow1～3までの 1次ラウンドは、トム・
ホーバスヘッドコーチ（以下HC）のもとで新しい
スタイルを構築する試行錯誤の期間となった。
　昨年 1 1月に行われたWindow1での中国との2

連戦は、宮城県仙台市のゼビオアリーナ仙台で開
催。中国は従来の高さだけでなく、近年はガード陣
の速さと3Pシュートに力を入れているチーム。
　 1戦目は21 2㎝のジョウ・チーと司令塔のグオ・
アイルンという大黒柱の活躍によって63－79で敗
戦。続く2戦目はジョウ・チーが負傷欠場となるも、
73－ 1 06で完敗。中国はインサイドの柱が不在で
も、交代で出てくるガード陣がゲームをコントロー
ルし、3Pシュートを次々に沈めていく。日本の3P

シュートが8/32本（25％）に対し、中国は 14/24

本（58.3％）。サイズで劣勢なうえに、3Pシュート
まで上回れては成す術がなかった。
　Window2は沖縄アリーナにてオーストラリア
とチャイニーズ・タイペイと対戦。チャイニーズ・
タイペイは若手主体ながらも、21 1㎝の帰化選手
ウィリアム・アルティーノを加えた布陣で粘りを見
せる。対して日本は西田優大が27得点、エヴァン
ス ルークが 1 7得点と奮闘。トータルリバウンドで
は38－49本と負けながらも、接戦を制して76－71

で勝利。新体制になっての初勝利にホーバスHCは
「ここからもっと成長します」と誓いを立てていた。

試合を重ねるごとに成長して2次ラウンドへ
　世界ランキング3位と格上のオーストラリアと
の対戦では、前半に司令塔の富樫勇樹が積極的に

グループ F

  オーストラリア（3位／1位）

  イラン（23位／2位）

  中国（29位／4位）

  日本（38位／7位）

  カザフスタン（68位／10位）

  バーレーン（106位／21位）

グループ E

  ニュージーランド（27位／3位）

  フィリピン（34位／6位）

  ヨルダン（39位／8位）

  レバノン（54位／9位）

  サウジアラビア（80位／13位）

  インド（82位／14位）
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FIBAワールドカップ2023 アジア地区予選 組み合わせ

ホーバスHCは選手のトライアウトをしつつ、チームを構築中

司令塔の富樫はチームの成長を感じている

★2次予選　※（　）内は世界ランキング／アジア内ランキング（2022年3月1日現在）
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アジア地区予選を通じてチーム構築を進める日本代表





SG

17

須田 侑太郎（Yutaro SUDA）
生年月日：1992年 1月3日

身長：190cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

SF

11

チェンバース アキ（Aki CHAMBERS）
生年月日：1990年9月19日

身長：191cm
所属：群馬クレインサンダーズ

PF

88

張本 天傑（Tenketsu HARIMOTO）
生年月日： 1992年 1月8日

身長： 198cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

PG

2

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日:1993年7月30日

身長:167cm
所属:千葉ジェッツ

C

22

ファジーカス ニック（Nick FAZEKAS）
生年月日：1985年6月17日

身長：207cm
所属：川崎ブレイブサンダース

PF

43

永吉 佑也（Yuya NAGAYOSHI）
生年月日：1991年7月14日

身長：198cm
所属：ライジングゼファー福岡

SG

6

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

PG

33

河村 勇輝（Yuki KAWAMURA）
生年月日：2001年5月2日

身長：172cm
所属：横浜ビー・コルセアーズ

SG

19

西田 優大（Yudai NISHIDA）
生年月日：1999年3月13日

身長：190cm
所属：シーホース三河

SG

18

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：195cm
所属：–

PF

71

井上 宗一郎（Soichiro INOUE）
生年月日：1999年5月7日

身長：201cm
所属：サンロッカーズ渋谷

SF

91

吉井 裕鷹（Hirotaka YOSHII）
生年月日：1998年6月4日

身長：196cm
所属：アルバルク東京

JAPAN 日本代表（AKATSUKI JAPAN）

（2022年3月1日現在）

FIBAランキング（全体／アジア・オセアニア内）

38位/7位

アソシエイトヘッドコーチ
ゲインズ コーリー（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
東野 智弥（Tomoya HIGASHINO）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームドクター
山本 敬之（Takayuki YAMAMOTO）
国立国際医療研究センター病院

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

ホーバス トム（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会



STAFF

Oleg KISELEV
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Vadim CHSHERBAK
生年月日：1993年5月24日

身長：194cm

Roman MARCHUK
生年月日：1993年3月4日

身長：198cm

Anton BYKOV
生年月日：1989年4月18日

身長：200cm

Andrey LITVINENKO
生年月日：1997年 1月28日

身長：190cm

Robert PAN
生年月日：1995年4月18日

身長：200cm

Rustam MURZAGALIYEV
生年月日：1992年5月24日

身長：192cm

Oleg BALASHOV
生年月日：1999年5月7日

身長：186cm

Maxim MARCHUK
生年月日：1994年 1月17日

身長：194cm

Shaim KUANOV
生年月日：1991年7月28日

身長：180cm

Dmitriy GAVRILOV
生年月日：1986年 1 1月27日

身長：204cm

HEAD COACH

ASSISTANT COACH
Alexandr LYSSYAK

TEAM MANAGER
Rustem MUKANOV

MASSEUR
Tamerlan BATYRGALIYEV

KAZAKHSTAN カザフスタン代表

（2022年3月1日現在）

FIBAランキング（全体／アジア・オセアニア内）

68位/10位
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